
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。
	 謹白

 受託開始日　2018年7月2日（月）受付分より

急性骨髄性白血病（AML）においては、染色体核型だけではなく、遺伝子変異による予後予測の細分化も

おこなわれています。AMLにおける遺伝子変異のひとつとしてNPM1変異があり、AMLの約30％に

検出されます。NPM（ヌクレオフォスミン）は核小体に存在し、増殖や細胞分裂の制御に関係するリン

酸化蛋白です。

AMLの遺伝子変異はFLT3 - ITD変異が寛解導入療法に対する予後不良マーカーとして知られてい

ますが、NPM1遺伝子変異は予後良好因子として報告されています。FLT3遺伝子異常がありNPM1

遺伝子変異のない患者は予後不良群、FLT3遺伝子異常がありNPM1遺伝子変異のある場合には

予後中間群、さらにFLT3遺伝子異常がなくNPM1遺伝子変異のある場合は予後良好に分類されると

考えられており、FLT3遺伝子変異と併せてNPM1遺伝子変異を調べることはAMLの予後の層別化に

有用です。

本検査は、NPM1遺伝子変異の90％を占めるエクソン12への3種類の挿入パターン【A型（TCTG

挿入）、B型（CATG挿入）、D型（CCTG挿入）】をリアルタイムPCR法により識別して検出します。

資料、お問い合わせは担当者または最寄りの営業所までお願いいたします。URL：http : //www.bml .co . jp/
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検 査 項 目 名 NPM1遺伝子変異解析

統 一 コ ー ド 8C565 - 9951- 019 - 862

検 体 必 要 量 血液 2.0mL / 骨髄液 0.5mL

容 器 血液　：B-30（EDTA2K加血）
骨髄液：O-97（遺伝子診断検査 骨髄用）

検 体 の 保 存 方 法 冷蔵、開封厳禁

所 要 日 数 4 〜14

検 査 方 法 リアルタイムPCR法

基 準 値 （－）

報 告 範 囲
（ 報 告 形 式 ）

（－）、ヘンイA、ヘンイB、ヘンイD

検査実施料/判断料 未収載
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